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　　異常なし：∨　      修理 ： △

　　    調整 ： Ａ　   　 交換 ： ×　  　注油 ： Ｌ

！注意・危険
●管理者・使用者はご使用前必ず取扱説明書を熟読の上正しくお使い下さい。 備考

●定格荷重を越える荷は、絶対に吊らないで下さい。

●始業点検を必ず行って下さい。

●チェーンのよじれ（トンボ）を必ず確認してご使用下さい。
●天秤本体に強い衝撃を与えないで下さい。故障の原因になります。

●天秤本体・無線指令機の充電は必ず使用前に確認して下さい。

●本体・チェーン部に溶接機のアースを接続しないで下さい。

●本体・チェーン部に溶接用電極を絶対に接触させないで下さい。

●無線送信機（リモコン）は、落下など強い衝撃を与えますと故障の原因となります。

●無線送信機（リモコン）は、必ず付属の専用カバーに入れお使い下さい。

●無線送信機（リモコン）は、水がかかる所（雨天など）での使用は、必ず防水対策をして下さい。

●本体保管は、砂利、砂地、水たまりなどは避け、平らな所に置いて下さい。

●使用していない時は、ﾛｰﾄﾞﾁｪｰﾝを収納しフックがぶら下がっている状態にして下さい。

●使用していない時は、本体をブルーシート等で覆って下さい。 FAX：048-280-5510
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警告ﾗﾝﾌﾟ損傷・作動具合　赤ランプ・緑ﾗﾝﾌﾟ

充電モニターの損傷・作動具合

TEL：048-280-5505
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外観変形・損傷（本体・扉・ボタンロック・ﾁｪｰﾝﾊﾞｹｯﾄ）

各ボルト・ナット等の緩み

吊りﾁｪｰﾝ部の変形・損傷（ﾘﾝｸﾞ・ﾁｪｰﾝ・ｽｲﾍﾞﾙ・ｶｯﾌﾟﾘﾝｸ）

ロードチェーンの変形・損傷及び　よじれ（トンボ）　給油

チェーンストッパー・クサリバネ　変形

ｱﾝﾃﾅ損傷

OP:デルタ天秤（ｼｬｯｸﾙ・ｽｲﾍﾞﾙﾌｯｸ）　損傷・作動具合

フックの変形・損傷・作動具合（本体・安全レバー）

チェック内容

送信機の変形・損傷・作動具合　①

送信機の変形・損傷・作動具合　②

送信機の充電器　損傷・作動具合　①

送信機の充電器　損傷・作動具合　②

電源スイッチ・電圧計・充電コードの損傷・作動具合

タイマー　（巻上・巻下）　損傷・作動具合

本体の充電（電圧計２２Ｖ以上・満了時約２５Ｖ）

主電源ランプの作動・損傷

テストスイッチ　損傷・作動具合

目視･手触

目視

シャックル・ｽﾀｰﾎﾟｲﾝﾄの変形・損傷・緩み　（割りピン）

回り止めゴムバンドフック部の変形・損傷　　（ 有 ・ 無 ）

目視

目視･手触

目視･手触フックブロック部　損傷・作動具合（ｱｲﾄﾞﾙｼｰﾌﾞ）

目視

マスターリング

（電圧低下）

アンテナ

回り止め

スイベル

スイベルフック

⑩赤ランプ

③本体吊チェーン

③スイベル

④シャックル

④スターポイント

ﾌｯｸ収納時位置
（無線通信）
⑩緑ランプ

⑤ゴムバンドフック

⑫OPデルタ天秤

⑨フックブロック部

⑧フック

チェーンバケット

⑥ロードチェーン
⑦クサリバネ

①本体

後方禁止


